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その研究が、 

その発明が、 

そのイノベーションが、

社会を変えるまで。

日本の大学には、世界にも誇るべき研究がたくさんある。 
その価値ある研究成果が、もっと社会に出ていけば、 
もっと世の中を良くすることができるはず。

しかし、大学の研究室から、 
社会という荒波の外海へ出るとき、 
研究力に加えて、確かな事業力がないと、 
いとも簡単に埋没してしまう。 
ロマンや夢だけでは、生き残れない世界がある。

研究室で生まれた技術や発明が、
社会を変えるために必要なビジネス・グロースを、 
私たちが支援していきたい。

シード期から上場後の経営までを経験してきたノウハウと、
多様なバックグラウンドを持つチームで、
ひとつひとつの事業を、ひとつひとつのやり方で、 
ずっとずっと遠くまで(私たちから離れても)、 
自走していけるように、支援していきます。

「活用なき学問は、無学に等しい」

かつて福沢諭吉が示した通り、社会に役立ってこその学問です。 
私たち、慶應イノベーション・イニシアティブが、 
アカデミアの世界と、ビジネスの橋渡しとなり、
その技術、その発明、そのイノベーションを
社会に実装していきます。
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会社概要と歩み

OverView

2号ファンドより、その支援先は、慶應義塾大学の枠を飛び越えて、
さまざまな研究開発型のベンチャー企業に拡がっています。
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共同事業者

株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ

本店所在地

設立

資本金

株主

〒108-0073 東京都港区三田1-4-28 三田国際ビル10F

2015年12月17日

1億円（資本準備金5000万円含む）

株式会社慶應学術事業会 80％ 野村ホールディングス株式会社 20%

会社概要

慶應イノベーション・イニシアティブ１号投資事業有限責任組合

ファンドサイズ

運用期間

45億円

2016年7月1日より10年間（最大2年の延長可能性あり）

KII2号投資事業有限責任組合

ファンドサイズ

運用期間

103億円

2020年1月24日～ 2029年12月31日（最大2年の延長可能性あり）

ファンド概要

学校法人慶應義塾 野村ホールディングス株式会社

ファンド出資者

NEXTユニコーン
上位30社に2社がランクイン

※日経NEXTユニコーン上位30社にランクイン

2020年
最も企業価値増加した企業

※『日本経済新聞』2020年11月30日付

投資先が上場 経産省J-Startupに選出 

ファンドサイズ 1社あたりの投資金額

《 ２号ファンドは大きく拡大 》 《 1社あたりの投資金額が高い傾向 》

103億  26-28社

45億 19社

２号

1号

約150億
運用総額

45社
投資実績

投資先の成果

1億円 ～ 2億円

2億円 ～
3億円

3億円 ～

5,000万円
～ 1億円

最大投資可能額

10億円

12
社

社

社

社

18

6

7
2社～ 5,000万円

2023年1月現在

2021年1月 2021年4月

6名 9名

東証一部上場
企業経営

生物化学工学
博士

獣医師 グローバル
製薬メーカー

グローバル戦略
コンサルティング

証券会社 VC一筋

キャピタリストの人数 キャピタリストのバックグラウンド

《 ハンズオンメンバーも拡大中 》 《 多様な専門性を持つメンバー 》

2020年3月

4名



慶應イノベーション・イニシアティブ 代表取締役 山岸広太郎Interview

Interview6 Interview 7

山岸広太郎（ やまぎし・こうたろう  ）

慶應イノベーション・イニシアティブ（KII）の設立
時より代表取締役社長を務め、大学等の成果を活用
したITや医療・健康関連のスタートアップに投資を
行う。以前は、日経BP編集記者、CNET Japan編
集長を経て、グリーを創業から約10年副社長を務め
た。慶應義塾常任理事（財務、募金、起業家教育・支
援担当）を兼務。慶應義塾大学経済学部卒。

KIIの社会的使命と その先  のビジョン 自身も、企業や技術に対する視野を広げ、より客観的な検討
や評価ができるようになると考えたのです。
　この2号ファンドは、新型コロナウイルス感染症の影響が
世界に波及する状況において、約103億円を達成しました。
これも既存の投資家からの支援に加え、新たに大口の投資家
にも入っていただいたおかげだと感謝しております。

　弊社のミッションは、日本の大学の研究成果を活用して事
業化に取り組むスタートアップに投資・育成を行い、社会の
発展に貢献することです。私自身はグリー株式会社の創業に
共同で携わり、上場を経験してからは個人的に大学への寄付
や大学発ベンチャーの支援を行うようになりました。そのな
かで、母校である慶應義塾もこうした取り組みに力を注ぐべ
きではないかと考え、執行部の先生方にご協力いただき、慶
應義塾発のベンチャーキャピタル（VC）の設立に至ったので
す。2015年12月のことでした。
　設立当初は投資資金が集まるか、有望な投資先が見つかるか
どうかという不安もありましたが、16年7月に1号ファンドを設
立することができました。この1号ファンドは慶應義塾の研究
成果を活用していること、在学生や卒業生が設立や運営に携わ
る会社であることが条件でしたが、日本を代表する金融機関
や保険会社、事業会社に手を挙げていただき、目標額の30億
円に対して約45億円を達成。慶應義塾によるベンチャー支援
の取り組みに、大きな期待が寄せられていると実感しました。
　1号ファンドの支援先19社のうち、9社についてはシード・
アーリーステージから支援を行っていますが、45億円のファ
ンドでこの投資社数は極めて少ない部類に入ります。よく
“Spray and Pray”といわれるように、シード・アーリーステ
ージのスタートアップに投資するVCには数十～百社もの投
資を行い、後は成功を祈るだけ、という例も少なくありませ
ん。そうではなく、1社ごとにしっかり密接なケアを心がけ
ることが、私たちの特長でもあります。

大学の研究成果で社会を変える

慶應義塾外にも投資対象を拡大

　こうした活動を通じて培ってきた弊社の強みとは何か。一
つは、多彩なバックグラウンドを持つチームの存在です。ス
タッフの数は設立当初の2名から10名に増えましたが、製薬、
通信、投資銀行、戦略コンサルティングなど、多様な経験を
持つ個性的な顔ぶれが揃っています。その一人ひとりが投資
先と深くコミュニケーションを取りながら、スタートアップ
の運営や人材採用、ブランディングなどについて学び、その
経験を共有することで、組織としても着実に成長を遂げてき
たと感じています。
　また、起業家との関係については、あくまで事業の主体は
起業家であり、彼ら自身がやりたいことを応援するスタンス
を取っています。重要なのは、まだ世に出ていない研究や知
見を社会の人々に届けていく姿勢です。言い換えるなら、投
資先ベンチャー企業のIPO達成をゴールとするのではなく、
その先に続く社会に実装するまでの道筋を、起業家と共に作
っていくという決意。その意識を、今回新たに掲げるステー
トメント「その研究が、その発明が、そのイノベーションが、
社会を変えるまで。」に込めました。私自身、これからのビジ
ネスは“Agenda-Setting”、すなわち、社会をよりよく変革す
るインパクトのあるものでなければならないと考えていま
す。そうしたビジョンのある企業に投資する姿勢が評価に結
び付くことで、さらなる社会貢献が可能になるはずです。
　慶應義塾の創立者である福沢諭吉は、「Science」の訳語と
して「実学」の重要性を説きました。現代の日本のアカデミ
アにおいてもその精神のもとに、研究成果の社会実装に取り
組む意識を高めていかなければなりません。私たちもまた、
1号ファンドのリターンとともに2号ファンドの投資先を拡
大し、その育成を通じてまた次のファンドを組成していかな
ければならない。そして、ファンドの規模や起業家とのネッ
トワークを拡大し、ゆくゆくは日本の大学発ベンチャー業界
全体を盛り上げていきたい。それこそが、これからの社会に
おいて私たちが果たすべき役割だと考えています。

　これに続いて20年1月に設立した2号ファンドでは、投資対
象を慶應義塾大学の研究成果以外にも拡げました。理由とし
ては、1号ファンドの出資者のみなさまの大きな期待感に加
え、ベンチャー投資市場が拡大傾向にあり、その中で大学発
ベンチャーが約15～20％を占めるようになってきたこと。
また、1号ファンドで支援を行った研究者は、自ら事業を立
ち上げるなど社会実装に意欲のある方が中心でしたが、そう
した意識を持つ研究者の方はまだ限られた存在に過ぎないこ
とが挙げられます。そのなかで、慶應義塾との関係を問わず
意欲のある起業家と有望な研究を行う先生方をマッチング
し、意識の変化につなげていきたい。そうすることで私たち

KIIが取り組む社会的使命

大学の研究を社会実装するべく活動してきた、慶應イノベーション・イニシアティブ（KII）。
これからの時代に向けて、KIIが果たすべき使命とは。代表取締役社長の山岸広太郎が語る。



多様な視点で、事業を磨き上げる

Team

Team8 Team 9

山岸広太郎
代表取締役社長

高岡浩
執行役員

プリンシパル

野村直児

慶應義塾大学経済学部卒業後、野村證券株式会社で、豊中、柏、水
戸、名古屋駅前、徳島の支店長として地域のベンチャー支援に携
わる。本社では人事企画部長、審理部長などを歴任し、証券会社
でのキャリアは34年。2018年KIIの執行役員に就任。野村證券で
培ったキャリアと知識を活かした、ベンチャー支援を行なってい
る。

東京工業大学大学院理工学研究科修了。 NTTドコモにて、エンジ
ニアとして無線通信・電池・電源技術など様々な開発に携わる。
国内外で、携帯電話のコア技術を中心とした投資関連業務にも従
事。退職後、香港科技大学でのMBA修了を経て、INCJ（元・産業
革新機構）に参画。技術系ベンチャーへの投資活動に従事。2020
年、KIIに参画し、通信／クラウド／ AI ／電池・電源／ IoT ／モノ
づくり領域の投資に注力する。

慶應義塾大学経済学部卒業後、株式会社日経BPに入社。編集やウェブ媒体の開
発に従事。その後、米国CNETの日本法人シーネットネットワークスジャパン株
式会社の設立に参加し、「CNET Japan」の初代編集長に就任。その後2004年に、
グリー株式会社を共同創業。副社長として事業部門などを10年以上統括。少数
からスタートした事業を、東証1部上場まで導き、その後の経営までを長く経験。
2015年にKIIを設立、代表取締役社長に就任。約半年で45億円の1号ファンド、
2020年には目標額100億円を上回る2号ファンドを設立した。多様なバックグラ
ウンドを持つチームメンバーのリーダーとして、アカデミアとビジネスの橋渡し
になることをめざす。日本ベンチャーキャピタル協会にて理事及び産学連携部会
長も務め、VC業界の発展、大学発ベンチャーの創出に力を入れている。2021年5
月より慶應義塾の常任理事（財務、募金、起業家教育・支援担当）を兼務。

木下秀一
執行役員

執行役員

本郷有克

早稲田大学商学部卒業後、日本合同ファイナンス株式会社（現・
ジャフコグループ株式会社）に入社。ベンチャー投資の前線でさ
まざまな案件をリードしIPOに導いた実績から、執行役員へと就
任。国内投資部門を統括する。以後、投資委員会メンバーとして
10年にわたり投資及びEXITの意思決定を行ってきた。2016年、
KIIに参画し執行役員に就任。大型の資金調達、資本施策の立案、
実行までをデザイン。

名古屋大学大学院工学研究科修了。生物化学工学の博士号を取得
し、住商ファーマインターナショナル株式会社にてVCファンド
の運用、バイオベンチャーへの投資、海外バイオベンチャーの国
内販売代理事業などに従事。2016年、KIIに参画し執行役員に就
任。製薬業界でのビジネス経験・研究者としてのキャリアを活か
し、創薬系・再生医療ベンチャーへの出資や、医療機器ベンチャ
ーへの出資・ハンズオン支援を行う。

様々なバッググラウンドを持つメンバーが、シード期から上場後までを見据えて、
ひとつひとつの事業を磨きあげていきます。



公的支援

Keio Univ.

アドバイザー

慶應義塾長

慶應義塾大学 教授

伊藤公平

村井純

2015年に設立された慶應イノベーション・イニシアティブ（KII）は、大学VC
としては後発とも言えますが、民間の組織と大学が協力して作り上げた純粋
な産学連携組織であると自負しております。KIIは、デジタル・テクノロジー
領域と医療健康領域への投資に注力しており、経済発展と社会的課題の解決
を両立する、人間中心の社会「Sciety 5.0」ビジョンの実現にも通じる活動で
す。社会的インパクトをもたらす投資先企業が多数あり、アカデミアの研究
成果を基に新産業を創出し、社会貢献と収益性を追求していくというKIIの
ミッション達成に向けて頑張ってほしいと思います。 慶應義塾は、研究成果
を創出する大学・研究機関として、KIIの設立に出資した株主として、KIIのフ
ァンドに投資している組合員として、今後もKIIの活動を強く支援してまい
ります。福沢諭吉先生の「独立自尊」の精神で設立したKIIの活動に対する社
会の理解が深まり、未来に挑戦する機会が広がることを期待しています。

SFCは創立の頃、すなわち、インターネットの黎明期に多くのベンチャー
企業や人材を輩出し我が国のインターネット社会の礎となる産業を生み出
しました。あれから30年、デジタル社会は発展し、2021年からは、グロー
バルパンデミックとDXの掛け算であたらしい世界が生まれつつあります。
第一次産業、第二次産業、第三次産業のすべての産業、そして、金融、環境、
医療・健康、教育など、あらゆる分野において、この時代のスタートアップ
によって100年に一度の歴史的な変革と発展が力強く担われます。大学発
の未来創造、慶應イノベーション・イニシアティブがアカデミアの研究成
果を活用した優れたベンチャー企業を支援し、新産業を創出し、社会の発
展に貢献することを期待しています。

アドバイザー及びネットワーク

Network

外部の専門家や公的支援制度との連携でバリューアップを推進

Network 11

朝倉陽保 梅田望夫 須藤奈応

スタートアップエコシステム

KIIはNEDO
（研究開発型スタートアップ支援事業）
認定ベンチャーキャピタルです

Team10

リレーションシップ・マネージャー

宜保友理子 早稲田大学政治経済学部卒／同大学院国際関係学修士課程修了。 
国費留学生としてLSE、Stanford University、UCSDで修学。シリコ
ンバレーでコーディネーターとして研鑽。シンクタンク勤務後、TLO創
立など産学官プラットフォームを構築し、故郷沖縄振興に貢献。2010
年から慶應義塾大学医学部やイノベーション推進本部特任准教授とし
て産学官連携に従事。2020年KII参画。ミッションは、アカデミアから
多くの素晴らしいベンチャーが輩出されるよう支援することと、そのよ
うなベンチャーにKIIが投資できるようにすること。産学連携学会理事。

佐竹祐輔
シニアアソシエイト

大阪大学薬学部卒／東京大学大学院薬学系研究科修了。EYスト
ラテジー・アンド・コンサルティングにて、国内外企業の経営コ
ンサルティングに従事。製薬・医療機器企業、医療機関等のヘル
スケア企業を中心に、経営戦略、新規事業立案、R&D戦略、M&A
など多様な経営課題を担当。2021年、KIIに医療健康領域のキャ
ピタリストとして参画。

プリンシパル

大竹遼 慶應義塾大学総合政策学部卒。楽天に入社後、新規事業の立ち上
げやマーケティング戦略企画など担当した後、CVCである楽天キ
ャピタルに所属。スタートアップ数社へのマイノリティ出資や
M&A、事業連携等バリューアップを実行。また、アクセラレータ
ープログラムや社内事業創出プログラムの立ち上げ・実行も経
験。「社会課題の解決に貢献する投資をしたい」と、2021年、KII
にデジタル・テクノロジー領域のキャピタリストとして参画。

Team

プリンシパル

鳥居優人 北海道大学獣医学部卒。獣医師として勤務後、イーライリリーへ
転職。セールス、マーケティングに従事。MBA修了後にエランコ
へ転籍。経営企画として、リリーからの独立P J、バイエル統合P 
J、経営戦略策定などを担当。2020年、KIIに医療健康領域担当の
キャピタリストとして参画。得意分野は、創薬・医療機器・HCP
やファーマをステークホルダーとするBtoB biz。HCPや患者イン
サイトに基づくマーケティング戦略策定を得意とする。



Dialogue

上場を果たした創薬ベンチャーの新たな決意

対談：クリングルファーマ 代表取締役社長 安達喜一 × KII 本郷有克

Dialogue 13

IPO達成、新たな使命と創薬の未来

安達　上場時に東証で鐘を鳴らすセレモニーに出席できたこ
とは、感慨深い経験でした。ただ、喜びよりも「この気持ち
を励みに、薬を世に出すところまでやり切らなければ」と、
今後の責任が重く感じられたのを覚えています。
本郷　KIIのベンチャーキャピタリストとしてのクリングル
ファーマとの関わりは、IPOを達成した時点で完了となりま
した。私が初めて担当した会社であり、KIIとしても投資先
ベンチャーの初めての上場達成。いろいろな想いがあります
が、その想いを新たな投資先のIPOに向けて捧げていきたい。
それが私たちの使命だと考えています。
安達　16年当時から最短ともいえるスピードでIPOを達成で
きたのは、みなさまのご支援あってのことです。何より本郷
さんにはお会いした当初から、自分の仕事を通じて世の中に
貢献したいという根本的なビジョンや想いを共有することが
できる方だと感じてきました。
本郷　それは私も同じです。リードVCとして既存の投資家

と意思の疎通を図ったり、新規の投資家の方にクリングルフ
ァーマに投資する意義を伝えるお手伝いをさせていただいた
経験が、大きな財産になったと実感しています。
安達　今後は脊髄損傷急性期について、弊社として初めての
薬事承認を目指していきます。筋萎縮性側索硬化症（ALS）
や声帯瘢痕、急性腎障害といった他の疾患についても臨床試
験を進め、中期的には海外の製薬会社とも提携を広げるな
ど、HGFが持つ価値と可能性を最大化していきたい。そして
長期的には、自社で医薬品の開発から販売までを担うバイオ
製薬企業を目指して、この会社を成長させていきたい。まだ
治療法のない疾患に苦しむ患者さんに向けて、私たち自身の
手でよりよい薬を作り出し、届けていくこと。その想いを忘
れずに、努力していきたいと考えています。
本郷　ベンチャーにとって過酷な環境といわれる日本の製薬
業界のなかで、大きな希望につながるお話だと思います。製
薬企業として成長を遂げたクリングルファーマの姿が見られ
る日を、心から楽しみにしています。

驚異的な再生力を持つ「HGF（肝細胞増殖因子）」を用いた創薬に取り組むクリングルファーマ。
創薬ベンチャーとベンチャーキャピタル、二人三脚で挑んだ上場への道のりを振り返る。

安達　弊社は大阪大学発の創薬バイオベンチャーとして、人
間の体内に存在する「HGF（肝細胞増殖因子）」を用いた医薬
品開発に取り組んでいます。肝臓は人間の体の中で最も再生
能力が高い臓器です。HGFはこの再生に関わるタンパク質
として、1984年に大阪大学医学部の中村敏一先生によって発
見されました。弊社は世界で唯一、医薬品グレードでHGFの
量産を実現。現在は数種類の難治性疾患に対してHGFによ
る治療の臨床試験を実施しています。
本郷　私が安達さんに初めてお会いしたのは、KIIの設立か
ら数カ月後の2016年春のこと。HGFを用いた脊髄損傷急性
期の臨床試験に携わられている、慶應義塾大学医学部の岡野
栄之教授と中村雅也教授のご紹介でした。
安達　その頃、弊社は厳しい状況にありました。脊髄損傷急性
期についてフェーズ1/2の臨床試験を実施していたのですが、
資金不足に陥っていたのです。資金調達ができなければ会社

「HGF」を用いた世界で唯一の創薬技術 をたたむしかないという意見も出るなか、慶應義塾大学がベン
チャーキャピタル（VC）を設立するという話を耳にして、岡野
栄之教授と中村雅也教授にご紹介いただいたというわけです。
本郷　クリングルファーマはすでに数多くのデータを積み上
げて臨床研究に取り組んでいました。また、安達社長をはじ
めとする社員の方々のプロジェクトに懸ける想いも、投資を
決定付ける要因になったと思います。
安達　その結果、脊髄損傷急性期のフェーズ1/2試験を完結
させ、患者さんに対する有効性を示唆するデータを得ること
ができました。投資契約は16年の12月のことで、同じ月に私
も社長に就任するなど、大きな転機になりました。

安達喜一（ あだち・きいち ）

1967年、東京都生まれ。東京大学大
学院農学生命科学研究科博士課程修
了後、渡米。パデュー大学の博士研究
員を経て、米国のバイオベンチャー企業
Paradigm Geneticsに入社。2002年に
帰国、三井物産戦略研究所バイオテク

ノロジーセンターにてコンサルティング
業に携わる。04年、クリングルファー
マへ入社し、研究開発部長に就任。06
年から事業開発部長を務め、16年12
月に社長に就任した。

本郷有克（ ほんごう・ともかつ ）

1973年、兵庫県生まれ。名古屋大学
大学院工学研究科修了（生物化学工
学）。住商ファーマインターナショナル
にてベンチャーキャピタルファンドの運

用、バイオベンチャーへの投資、海外バ
イオベンチャーの国内販売代理事業な
どに携わる。2016年、KII執行役員に
就任し、現在に至る。

安達　その後、本郷さんにはいわゆるベンチャーキャピタリ
ストのイメージを超えて、創薬関連の豊富な経験と知識を生
かしながらハンズオンの支援をしていただきました。資金面
での支援や企業との対外的な交渉をはじめ、特に印象に残っ
ているのは、ハーバード大学発のバイオベンチャーであるク
ラリス・バイオセラピューティクス社とのビジネス・ディス
カッションの時のこと。サンフランシスコのホテルで先方の
社長と契約書を見ながら内容を詰めているなかで、私がキャ
ッチアップしきれないところを本郷さんが丁寧にアドバイス
してくれました。こうした念入りなやりとりを経て、同社に
対するHGFタンパク質のライセンスと原薬の供給契約を実
現することができたのです。
本郷　懐かしいですね。創薬関連の契約は非常に多岐にわた

新薬の実現に向けた協働の日々

りますが、わかる範囲でクリングルファーマが保持すべき権
利を盛り込めるようにチェックをしたり、一緒に交渉に臨ん
だりしてきました。また、社外取締役として取締役会議にも
参加させていただき、IPOに向けた組織体制についてなど、
率直な意見をお話しする機会もありました。とはいえ、私自
身はあくまで支援をする立場。20年12月28日に東京証券取
引所マザーズ市場へ上場を達成できたのは、安達社長の決断
や与件達成の賜物だと思います。

Dialogue12



デジタル・テクノロジー領域

Portfolio14 Portfolio 15

株式会社Synspective

APB株式会社

資金調達支援

合成開口レーダー（SAR）を搭載した小型衛星及び衛星データーを使った
ソリューションを提供。30機のコンステレーションを目指し地球全体を
くまなく昼夜を天候を問わず、長期に渡って観測することを実現していき
ます。

従来比10分の1の超小型SAR衛星と、データを利
用するソリューション開発の両方の技術を持ちあ
わせ、すでに運用していることが強み。世界のあ
らゆるところを連続的に観測し、衛星データ利用
が拡大することを期待しています。

会社設立、事業計画・資本政策立案、資金調達の
リード、人材採用、管理体制強化、取締役就任

高度な独自技術により、高性能、安全性、低価格
を同時に実現し、量産着手目前に至っています。
次世代リチウムイオン電池の本命として世界市場
への展開を期待しています。

全樹脂電池（All Polymer Battery)という、樹脂の活用とバイポーラ構造と
いう新しい電池デザインにより従来電池の課題を解決。高い異常時信頼
性、高エネルギー密度、形状フレキシビリティ、革新的な生産プロセスと
いった性能・特徴を全て同時に実現しています。

Portfolio

KII's Perspective

KII growth support

KII's Perspective

KII growth support

地球全体をいつでもどこでも見られる衛星の力で安全な未来を実現する

次世代リチウムイオン電池を開発、革新的な電池で世界を変える

資金調達支援、管理体制の強化、上場準備体制構
築サポート 取締役就任

消費者感性の理解と、それに基づく産業変革をテ
ーマに事業を進めています。アパレルからスター
トし、食品にも応用、大手食品スーパーやドラッ
グストア等での実績積上げに強みを有します。

SENSY株式会社

SENSY MBでは、ひとりひとりの属性購買履歴などをもとに、パーソナラ
イズしたマーケティングを実現。またSENSY MDでは数10万アイテムの
売上を顧客単位・アイテム単位で予測し、商品発注・仕入などのMD計画を
最適化します。

「感性」を学習するパーソナルAIで、人生が変わる出会いを創り出す

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築に対
する助言

スーパーゼネコンをはじめとする国内外約10万
を超えるプロジェクトに採用されているのみなら
ず、建築業務に特化したAIの研究開発にも着手し
ており、建設現場のプラットフォームとして成長
が期待できます。

株式会社フォトラクション

建築・土木の生産支援クラウドサービス「Photoruction」を展開し、スー
パーゼネコンをはじめとする国内外約10万を超える建設プロジェクトで
導入されています。建設業の生産性と品質向上をテクノロジーによって促
進し、様々な業務をソフトウェアとAIの力で自動化することにより技術者
が本質的な仕事に集中できる環境を提供しています。

建設の世界をソフトウェアとAIの力で限りなくスマートにする

KII growth support

KII's Perspective

管理体制の強化、日本事業立ち上げのサポート、
事業拡大に向けた事業パートナー、投資家の紹介

ペットの家族化が急速に進む中、シンガポールを
はじめ日本やマレーシアでの展開も進めており、
まずはアジアNo.1のペットケアブランドになる
ことを期待しています。

25 Holdings Pte Ltd.

シンガポール、日本、マレーシアでペット用品のECサイトを運営。ペット
オーナーに寄り添ったUI/UX、カスタマーサポートの充実、またペットの
身体を考えた健康的なフードなどの自社製品を開発することで、ペットと
ペットオーナーの豊かな暮らしをサポートします。

ペットとペットオーナーの絆を深め、豊かな暮らしをサポートする

KII growth support

KII's Perspective

取締役会において重要な意思決定への助言、IPO
準備体制構築のサポート

AIと計量心理学の知見に基づき、Society 5.0時代に求められる基礎を作る
STEAM分野やDX人材の教育・評価の仕組みを担う教育コンテンツを子ど
もから大人まで年代に応じて展開しています。学校・教育機関や企業に導
入が進んでいます。

AI、ビッグデータを用いて人間の能力を分析する
「HRtech」領域で、子どもから大人まで全ての年
代に応じた「教育」と「評価」のサービスを展開。
更なる企業や学校への導入を期待しています。

人を幸せにする評価と教育の仕組みを、AIと心理学でつくる

KII growth support
Institution for a 
Global Society 株式会社

KII's Perspective

IPO
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Portfolio デジタル・テクノロジー領域

モーションリブ株式会社
事業体制構築支援や広報支援、管理体制の強化、
顧客、投資家、人材の紹介

リアルハプティクス技術によってロボットや機械
は力触覚を備えることができ、人工知能や画像認
識技術の向上だけでは解決できなかった課題を解
決してくれることを期待しています。

独自の画期的な制御技術「リアルハプティクス」によって、アクチュエータを
用いたあらゆる機械に力触覚を宿し、「チカラ加減」を生み出すことができ
ます。危険作業の遠隔化、職人技術の継承、環境に柔軟に対応するロボッ
トでの人手不足解消など、人間とロボットが共生する豊かな社会を目指し
ます。ヘルスケア、モビリティ、建設など幅広い業界と開発を行っています。

チカラ加減の制御技術で、人のように器用に動くロボットの開発を支える

KII growth support

KII's Perspective

資金調達支援、取締役会において重要な意思決定
への助言

データサイエンスに基づくファンコミュニティサ
イトの運営が強みです。科学的に抽出されたファ
ンの声は、利用企業各社の商品開発や広告展開に
活用されています。

クオン株式会社

ファンコミュニティクラウド「QON」は、クラウド型のBtoC向けファンコ
ミュニティ構築サービスです。４つの知財を基に開発された「“絆”のテク
ノロジー」を通して、人々が集まるコミュニティをオンライン上で活性さ
せ、利用企業各社にファン化と共創をもたらします。

KII's Perspective

KII growth support

“絆”のテクノロジーで、ファンが育つ、ファンコミュニティを共創する

資金調達支援、取締役会において重要な意思決定
への助言

AIの強みは膨大なデータを扱いながら、識別、生
成、予測ができることですが、このうち最も難し
いのが予測の技術です。この領域に革新をもたら
し、フィンテックに次ぐ大きな潮流を巻き起こし
ていくことを期待しています。

株式会社xenodata lab.

xenoBrainは企業の意思決定をサポートする経済予測専門のクラウドサー
ビス。規模の大小に寄らず多くの企業に対し、リアルタイムで経済事象の
発生・変動をキャッチ、各企業へのインパクトを自動で計算し、未上場企
業含む40万社の業績予測情報を提供しています。

KII's Perspective

KII growth support

世界の経済動向をAIで可視化 人工知能で経済の未来を先取りする

事業計画・販売戦略立案へ助言、資本政策立案、
資金調達のリード、共同研究支援、取締役就任

ハードウェア、ソフトウェア両面で開発を重ね、
音声技術やグループ通話システムにより独自のグ
ループトークテクノロジーを有しており、世界で
最も多目的な音声コミュニケーションプラットフ
ォームとして展開を期待しています。

株式会社BONX

法人向けにサービス拡大しているBONXは、単なる業務改善ツールではな
く、チームコラボレーションツールとしてチームの成長に貢献することを
目指しており、スポーツ/小売/介護/飲食/病院/建築現場/リモートワーク
など、あらゆるシチュエーションでのチームの成長に貢献するTeam 
Growth Platformとして拡大しています。

KII's Perspective

KII growth support

音声コミュニケーションの力で、チームの成長に貢献する

資金調達支援、事業戦略支援

選手のコンディション情報管理システムは、すで
にラグビー日本代表をはじめ多くの国内外のス
ポーツチームで導入されており、それらのデータ
やサイエンスに基づいたサービスはスポーツ科学
の普及が期待できます。

株式会社ユーフォリア

ラグビー日本代表をはじめ、現在国内外のスポーツチームで導入されている
選手のコンディション情報管理システムONE TAP SPORTSや、商品開発・
マーケティング支援、R&D部門のユーフォリアスポーツ科学研究所など、
サイエンスに基づいた選手の支援や、ユーザーにデータを還元し、さらに
スポーツ内外の社会課題の解決に応用することを目指します。

スポーツの課題をサイエンスで解決

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、上場に向けた体制構築

同社が開発する「シーン再生技術」は、多くの国内
外のトッププロチームで採用されており、今後
も、映像動画を主としたSportsTech、EdTech分
野でのグローバルSaaS企業として期待されます。

RUN．EDGE株式会社

シーン映像の検索・分析のコア技術をベースとし、直感的に操作できるプロ
ダクトを提供しています。プロ野球向けアプリケーション「PITCHBASE」
は日米において既に10以上のプロ球団で採用され、サッカー向けアプリ
ケーション「FL-UX Football」は、Jリーグクラブ、欧州1部リーグのクラブや
ブラジルのクラブにおいて採用が決定しています。

高速映像再生技術で世界中のプロスポーツ現場の高い要求に応える

KII growth support

KII's Perspective
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資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築に対
する助言

専門性が必要とされるバックオフィス業務を担う
人材は日本全体で慢性的に不足しており、税理士
法人を背景にもつ同社の実績とノウハウによる
課題解決をはじめ、柔軟な働き方の広がりが期待
できます。

グランサーズ株式会社

税理士法人を含めたグループ全体で累計1,500社超の顧客のバックオフィス
全般及び経理・財務・税務等プロフェッショナル業務の支援を行っており、
多くの企業がかかえるバックオフィスの業務効率化に対する課題解決の
実績とノウハウがあります。単なる業務代行のみならず、パートナーと
して、デジタル化や柔軟な働き方をサポートしています。

税理士法人で培ったバックオフィスの効率化で企業の成長を支援

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築に対
する助言

超高齢化社会においては、介護保険料の増大や
介護人材の不足など多くの課題が存在します。
介護保険外のマッチングプラットフォームを提供
するクラウドケアの介護×ITの知見による課題
解決が期待できます。

株式会社クラウドケア

「ケアを通して、多くの人々を幸せにする」というミッションを掲げ、シェ
アリングエコノミー型(クラウドソーシング)の訪問介護・家事・生活支援
マッチングプラットフォーム「CrowdCare(クラウドケア)」を運営してい
ます。超高齢化社会の課題に対し、従来の介護サービスでは対応できなか
った生活支援についても、介護とIT両面で提供しています。

介護が必要になっても自宅で自分らしく暮らし続けるために

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のサポート、人員体制の拡充、バックオ
フィス支援、取締役会の運営及び助言

AI技術者として製造現場にAI を導入するプロジ
ェクトを多数経験する中で、高度技能者及びデジ
タル人材不足という課題を解決するために、AIの
みならず現場のニーズを捉えた製品、サービスの
開発を強みとしています。

株式会社MAZIN

製造現場の高度技能者の不足という深刻な課題を解決する手段としてAIの
活用が注目を集めている一方で、デジタル人材や真に現場のニーズを捉えた
AI製品が不足しており、多くの工場で活用が進んでいない状況です。これ
らの課題を解決するため、加工業務を自動化するAI の研究やAI を使用可
能にするためのインダストリアルIoT サービスの開発に注力しています。

AIを用いて製造現場の卓越した職人の加工技術を自動化

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、人員体制の拡充、バックオフィス
支援、提携先選定や交渉支援

「画像（カメラ）をベースに触覚を再現する」と
いう技術コンセプトや、高度な視触覚センサーを
ロボットシステムに適用することで、ターゲット
である食品業界に留まらず、様々な分野で応用が
期待されます。

株式会社 FingerVision

カーネギーメロン大学において、ロボットによる物体操作に人工知能技術
を応用する研究を推進していく中で生まれた「画像（カメラ）をベースに触
覚を再現する」というコンセプトをコア技術とし、高度な視触覚センサー
をロボットシステムに適用することで、主に食品業界において、人的依存
度が高いピックアンドプレース工程の自動化・省人化を目指します。

画像をベースに「手のひら」の触覚をロボットで再現

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、人員体制の拡充、バックオ
フィス支援、取締役会の運営及び助言

ワイヤレス給電はIoT・IoE社会に求められる重要
技術であり、コア事業であるファクトリーオート
メーション、ビルマネジメント、メディカルイン
プラントに限らず、様々な分野で応用されると期
待されます。

エイターリンク株式会社

スタンフォード大学の研究成果を用いて、ワイヤレス給電の研究開発を
行っています。同社は世界で初めて実用レベルの完全ワイヤレスデジタル
デバイスを実現しており、英国Nature紙をはじめ多数の論文等に掲載さ
れ、複数の特許を取得しています。同社の技術は、IoTが普及するにあたり
従来のような配線では接続することができないため必要不可欠です。

長距離ワイヤレス給電で配線のないデジタル世界を目指す

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築に対
する助言

独自のリニア駆動により省電力で移動可能な
ロボット倉庫システムは、すでに東京駅構内の
ような限られたスペースでの実証研究を完了して
います。今までロボット倉庫を導入できなかった
企業への導入が期待できます。

Cuebus株式会社

「Cuebus」は、リニアモーターを活用した省電力で移動可能なロボット倉
庫システムです。大型倉庫に限られていたロボット倉庫を、都市部の狭い
場所や小型倉庫などにフレキシブルに導入することが可能です。導入が容
易で、圧倒的な利便性とコストパフォーマンスによって市場を獲得できる
可能性を秘めています。

リニアモーター駆動による世界初自律搬送型ロボット倉庫システム

KII growth support

KII's Perspective

デジタル・テクノロジー領域



Portfolio

ゼネリックソリューション
株式会社 資金調達支援

アルゴリズムを自動化し、問題解決を自動的にオ
ペレーションする強みを活かして、金融機関に採
用が拡大。取引履歴などから顧客データを分析。
顧客の需要を予測し、顧客個人に合致したサービ
スや商品の提供を可能としています。

ビッグデータを活用したい事業者に対して、ソリューションの自動化を提
案するアナリティクス事業と、データマイニング（ビッグデータからの知
識の発見）のソフトウェアとサービスを提供するソリューション事業に取
り組んでいます。

KII's Perspective

KII growth support

ビジネスに本当に役立つデータ活用とは

スカイゲートテクノロジズ
株式会社 創業支援、資本政策立案、資金調達のリード

地上局の大幅な小型化、低コスト運用化を実現し
ており、宇宙ビジネスのボトルネックの解消を期
待できます。

衛星データの民間利用が拡大し、衛星数が急増する一方、受皿となる地上
局が圧倒的に不足しています。スカイゲートテクノロジズが展開する地上
局によって、宇宙衛星が地上のクラウドと繋がり、リアルタイムで衛星デ
ータの利用が実現します。

あらゆる宇宙ビジネスのために宇宙と地上のクラウドをシームレスに繋ぐ

KII growth support

KII's Perspective

Portfolio20 Portfolio 21

株式会社CureApp
事業成長に対応した資金調達の支援、顧客候補紹
介、取締役会において重要な意思決定への助言

医師の思考をアルゴリズム化し、先行する禁煙治
療アプリに加え高血圧、NASH等並行開発を可能と
する共通基盤を構築している強みを有しています。

今、医療の現場では、医薬品、ハードウェア医療機器に加え、「ソフトウェ
ア医療機器」が新たな治療の選択肢として成立し始めています。中でも、
CureAppが開発する医療禁煙アプリは、治療用アプリとして国内初、保険
収載され医師による処方が始まっています。進化するテクノロジーを活用
した新しい治療法で社会課題を解決していきます。

ソフトウェアで「治療」を再構築、アプリで治療する未来を創造する

KII growth support

KII's Perspective

医療・健康領域

Portfolio

IPOに向けた主幹事証券との協議への助言

坪田ラボでは、近視、ドライアイ、老眼の分野において革新的なソリュー
ションを提供しています。中でも、バイオレットライトと呼ばれる太陽光
の一部（波長360～400nm）を一定時間浴びることで近視予防に効果があ
るとされますが、これを照射できる眼鏡（近視防止眼鏡）を開発。近視予防
のほか、円錐角膜治療や、鬱など精神疾患分野での応用を目指しています。

サイエンスに立脚した製品開発を進め、真に効果
がある製品を提供し、予防や治療に貢献すること
を期待しています。

眼科領域のイノベーションで、世界をごきげんに、健康にする

KII growth support

KII's Perspective

クリングルファーマ株式会社

株式会社坪田ラボ

資金調達のリード、事業提携先の候補選定や交渉
支援、事業提携後のフォローアップ

脊髄損傷では有効性が確認され、新薬としての上
市が期待されます。また、ALSなどより多くの難
病での効果も期待され、HGFのさらなる可能性を
追求していきます。

HGF（肝細胞増殖因子）を医薬品として実用化することを目指す創薬バイオ
ベンチャーとして、“医薬品グレード”で「遺伝子組換えヒトHGF」を大量製造
できるプロセスを確立。製造販売承認の取得に向けて脊髄損傷、ALSとい
った神経難病に対しての治験を進めています。多くの事業会社が資本業務
提携し、承認取得後の販売、流通を支援する体制がすでに完成しています。

HGFを活用した創薬で、世界中の難病患者に新しい治療法を

KII growth support

KII's Perspective

IPO

IPO

デジタル・テクノロジー領域



Portfolio22 Portfolio 23

資金調達のリード、事業提携先候補の選定や交渉
支援、キーとなる人材採用支援、広報支援

角膜移植のドナー不足の問題を解決する画期的な
医療を提供できる可能性があります。容易な術式
であることから先進国だけでなく新興国において
もセルージョンの製品が提供されていくことが期
待できます。

株式会社セルージョン

iPS細胞から角膜内皮の代替細胞を独自の方法で製造し、目に移植する新しい
治療法の実現を目指しています。手術は細胞を注射器で注入するだけで、細
胞は術後3時間で角膜へと定着。すでにサルなどの動物実験において移植した
細胞の生着が確認され、現在臨床研究に向けた準備を進めています。この治
療の実現により、世界1300万人の移植待機患者さん問題の解決を目指します。

iPS細胞から角膜内皮の代替細胞を製造。移植待機患者に光を

KII growth support

KII's Perspective

Heartseed 株式会社
取締役会においての助言

iPS 細胞から高純度の心筋細胞を作製する技術、作成した心筋細胞を移植
する技術など心筋再生医療の普及に必要な多数の独自技術を有していま
す。「Japan Venture Awards 2021」 において「科学技術政策担当大臣賞」
を受賞。また、海外の大手製薬会社とアライアンス実績があります。

心不全を治療する新たな方法として心筋再生医療
が当たり前になることを期待しています。

iPS細胞から心臓の細胞を作製し心臓組織に移植する治療方法を開発

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード

「すべてのX線治療患者さんに陽子線治療を届け
る」ということをミッションに掲げ、超小型陽子
線がん治療装置の開発に取り組んでいます。X線
治療装置は広くグローバルに普及しており、置換
えが期待できます。 

株式会社ビードットメディカル

陽子線治療は良い治療にも関わらず、装置の大きさと高価格が普及の課題
に。当社は独自の非回転型ガントリーや照射技術により小型化を実現。専
用建屋工事を必要とせず、既設のX線治療室に収まる設計とし低価格化を
実現しました。

大切な”日常”をそのままに、がん治療に新しい選択肢を

KII growth support

KII's Perspective

株式会社LIFESCAPES
販売戦略構築、広報の支援、管理体制の強化、人
材紹介

同社には脳科学、AI、リハビリテーション医学
それぞれのトップランナーが揃っており、経営陣
の深いマーケット理解と経験により、BMIという
最先端技術をリハビリ医療現場に実装できると
期待しています。

重度麻痺患者に新しい希望を。リハビリ医療のニュースタンダードを創る

KII growth support

KII's Perspective

事業戦略等に関する助言や支援

iPS細胞分野において卓越した研究成果を有して
おり、根本的な治療法の確立していないアンメット・
メディカル・ニーズの解決において世界をリード
することが期待できます。

株式会社ケイファーマ

慶應義塾大学医学部生理学教室岡野栄之教授と同整形外科学教室中村雅也
教授の研究グループで長年にわたり取り組んできた脊髄損傷等の再生医療
研究と疾患特異的iPS細胞技術を用いた創薬研究（iPS創薬）の成果を元に
創業。iPS細胞を活用した脊髄損傷等を対象とする再生医療事業と筋萎縮
性側索硬化症（ALS）を含むiPS創薬事業の両事業を展開しています。

iPS創薬と再生医療の両軸で世界をリード

KII growth support

KII's Perspective

モジュラス株式会社
アカデミアとの協業支援

コアバイオロジーへの知見、最新鋭の創薬プラットフォームとユニークな
創薬研究パイプラインの組み合わせで、低分子創薬に革命を起こす「モジ
ュラス」。独自の手法で、約3年でIND（治験の申請）が行えるまで創薬を加
速させることができます。

製薬企業の第一線で創薬研究と事業開発に携わっ
たメンバーにより、欧米バイオベンチャーと肩を
並べるパイプライン開発能力と事業開発能力を有
しています。欧米大手への大型導出を継続的に生
み出すことを期待しています。

独自の強みを掛け合わせた創薬アプローチで低分子創薬に革命を

KII growth support

KII's Perspective

Portfolio 医療・健康領域

脳科学とAIが融合したBMIを使って脳と機械をつなぐことで、傷ついた脳
の活動を検出し、脳と手指をつなぐ神経回路の再構築を促します。脳卒中
後の重度麻痺のリハビリの可能性を拡げ、脳卒中患者を取り巻く課題の解
決と、QOL向上が貢献が期待できます。
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Portfolio 医療・健康領域

ひむかAMファーマ株式会社
資金調達先候補の紹介、事業提携先の候補選定支
援

潰瘍性大腸炎やクローン病など難病への効果が示唆されているAMを改良
し、より持続性の高い医薬品として開発。動物実験で効果は確認され、ヒ
トへの投与の準備が進んでいます。肺炎の重症化抑制も期待され、臨床研
究が進行しています。

国内で見出された生理活性物質であるAMを様々
な疾患領域に応用していく企業として、製品化を
進めて行くことを期待しています。

改良型アドレノメデュリンの新規創薬シーズの研究開発

KII growth support

KII's Perspective

株式会社Vetanic
資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築支援、
人材採用支援、事業提携先支援

世界で唯一の臨床応用に適したイヌiPS細胞の作製に成功し、イヌiPS細胞
由来間葉系幹細胞（MSC）をはじめ各種再生医療等製品を開発しています。
再生医療は、獣医療においても普及が望まれますが、様々な課題が存在し
ます。iPS細胞由来の高品質・低コスト・ドナーフリーで倫理的な再生医
療等製品を提供し、獣医再生医療の普及を促進します。

世界で唯一の臨床応用に適したイヌiPS細胞の作
製に成功したVetanicは、MSCをはじめ様々なiPS
細胞由来再生医療等製品を開発することで、獣医
再生医療の普及を推進できると期待しています。

iPS細胞を用いた先進的獣医療を多くのコンパニオンアニマルへ

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業提携先候補の選定支援、
人材採用支援、販売戦略構築支援、広報支援

これまで培ってきた基盤技術、基礎研究を基にした
製品開発で、超音波検査、CT、MRI、SPECT ／
PETに続く“第5のモダリティ”としてのポジションを
確立することを期待しています。

株式会社Luxonus

Luxonusの光超音波3Dイメージングは、患者さんの体に負担をかけること
なく、体内組織の様子を極めて高解像度に、3次元画像として描写できま
す。血管障害や乳がん、リンパ浮腫など、これまでの技術では早期の診断
や治療効果の判定が難しかった病気の診断・治療に貢献することが臨床研
究で示されています。

光超音波イメージング技術で、医療の世界に革新を

KII growth support

KII's Perspective

株式会社AdipoSeeds
創業支援、管理業務支援、資金調達のリード、事
業提携先の候補選定や交渉支援、人材採用支援

皮下脂肪組織由来の間葉系幹細胞から血小板を人工的に創製する独自
技術で、創製された血小板を輸血代替、創傷治癒での利用を目指してい
ます。動物実験で効果は確認済みで、ヒトへの安全性・効果の確認を進め
ています。

ドナーに依存している血小板不足を解決する画期
的な製造法であり、医療応用できる範囲も血小板
代替、組織修復だけでなく多岐に渡ることから、
多くの治療分野において将来同社の製品が利用さ
れることを期待しています。

脂肪から血小板をつくり、あたらしい血液の流れを創る

KII growth support

KII's Perspective

インスタリム株式会社
管理体制の強化、広報支援、助成金の獲得を含む
資金面のサポート

インスタリムは、自社開発の3D-CAD、3Dプリンタを用いることで従来品
の10分の1の価格で高品質な義足を提供しています。これまでの高価な義
足に手が届かなかった層にも義足を提供でき、患者さんの自立、貧困から
の脱却、尊厳のある暮らしの実現をサポートします。今後本格的にAIを導
入することでフィッティング作業の省人化、精度向上が期待できます。

フィリピンなどの新興国では、食習慣などにより
糖尿病患者さんが増え続けています。当社は義足
を安価に提供することで、新興国を中心にこれま
での高価な義足に手が届かなかった層に足を届け
ることが可能です。

必要とするすべての人が、義肢装具を手に入れられる世界をつくる

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業戦略支援、人材採用支援、
広報支援、事業提携先候補の選定や交渉支援

独自のプラットフォーム技術を開発すると同時
に、多くの研究機関を巻き込みながらパイプライン
開発を進めてきており、次世代医薬品として注目
が高まるエクソソーム創薬のパイオニアとして確
固たる地位を築くことを期待しています。

株式会社EXORPHIA

複数の作用点で働くエクソソームは、従来の医薬品では十分な効果を示さ
ない多くの疾患に対する新たな治療手段として注目が高まっています。高活
性で高濃度なエクソソームを大量に精製・濃縮する独自のプラットフォーム
技術を活用することで、未だ有効な治療法のない難治性疾患を対象にエク
ソソームの特性を活かした安全で効果の高い医薬品を開発していきます。

次世代のニューモダリティ、エクソソーム医薬の可能性を追求

KII growth support

KII's Perspective
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Portfolio

IDACセラノスティクス株式会社
資金調達のリード、管理部門責任者の採用支援、
事業提携先の候補選定や交渉支援

革新的創薬のひとつとして、抗CD4抗体を固形癌の治療薬として開発を進
めています。すでに治験にて安全性を確認し、引き続き研究開発を進める
ためのパートナー企業を見出すための協議も進んでいます。

CD4陽性細胞を除去するという新しい発想によ
り、新たながん免疫療法薬として世に出していく
ことを期待しています。

癌を中心とする難治性疾患に、イノベーティブな研究開発で新薬を

KII growth support

医療・健康領域

KII's Perspective

株式会社グレースイメージング
資金調達のリード、キーとなる人材採用支援、販
売戦略構築

独自開発のデバイスで「汗中の乳酸濃度」を測定し、疲れを可視化します。
アプリ連動で、簡単に運動負荷・変化を見える化。心臓リハビリテーショ
ンの運動負荷測定デバイスとして、医療機器承認取得に向けた治験を実施
予定。

心リハというこれまでエビデンスベースでのリハ
ビリが十分に提供されてこなかった分野で、リハ
ビリの効果を上げる新規医療機器として広まるこ
とに期待。また、スポーツなど他分野での利用拡
大も視野に入れています。

最先端解析技術で世界初のヘルスケアサービスの実現を目指す

KII growth support

KII's Perspective

メタジェンセラピューティクス
株式会社 事業体制構築、販売戦略構築、広報の支援、管理

体制の強化

普及へ課題が残るFMTを、安全で安定的なグローバルスタンダードの
FMT製剤サプライチェーンを構築することで、普及を促進します。腸内細
菌叢データを活用し、マイクロバイオーム創薬へと事業分野を拡大しま
す。

腸内細菌叢研究において国内有数の実績を有する
チームで構成されており、FMT製剤のみならず新
たなマイクロバイオーム創薬パイプラインを創出
し、様々な疾患の患者さんへ治療オプションを届
けていくことを期待しています。

腸内細菌移植療法普及のサプライチェーン構築と製剤の開発

KII growth support

KII's Perspective

ノックオンザドア株式会社
事業計画・販売戦略立案への助言と実行支援、広
報支援

難病患者さんとそのご家族に徹底的に寄り添い、
真の課題を抽出し、そのソリューションを患者・
ご家族と共創するという素晴らしいノウハウを基
に、「難病患者ご家族を世の中の光に社会を変え
る」という理念を実現されると期待しています。

難病患者ご家族と共に創るプラットフォームで、社会を変える

KII growth support

KII's Perspective

新たな細胞死であるフェロトーシスに着目をした
創薬スクリーニングプラットフォームを有してお
り、既存治療ではアンメットメディカルニーズの
大きい領域で新たな治療薬を複数提供していくこ
とを期待しています。

株式会社フェリクス

近年、フェロトーシスはがんをはじめとする、多くの疾患との関連が報告さ
れており、新たな創薬ターゲットとして研究が盛んに行われています。九州
大学発スタートアップのフェリクスでは、フェロトーシスにつながる脂質
ラジカルを検知するプローブを使った独自の創薬スクリーニングプラット
フォームを構築し、独自のパイプラインとして研究開発を進めています。

フェロトーシスを検知する独自の創薬プラットフォームを構築

KII growth support

KII's Perspective

資金調達のリード、事業戦略・事業体制構築に対
する助言

同社の技術は、ノンコーディングRNAを含めた様々
なRNA上の治療標的配列やRNA結合タンパク質の
機能解析が可能となり、ノンコーディングRNA創薬
という未知なる分野の創出が可能となります。

株式会社クロバーナ

世界唯一のRNA創薬標的認識システムを基盤技術とする、高精度・高速の
RNA創薬を実現するハイブリッド型バイオスタートアップです。異常タンパ
ク質の蓄積が原因で発症する疾患では、ノンコーディングRNAが原因解明に重
要な役割を果たすにもかかわらず創薬標的とすることが困難でした。同社
の技術を活用することで、これらの難治性疾患の解決が期待できます。

世界唯一のRNA創薬標的認識システムを開発

KII growth support

KII's Perspective

てんかん患者と家族が服薬状況や発作頻度などの記録を共有・管理ができ
るスマートフォンアプリ「nanacara」と、記録した発作情報をインターネ
ット経由で医師と共有する医師向けのクラウド型サービス「nanacara for 
Doctor」を展開。他疾患にもサービスを拡大し、プラットフォーム構築や、
患者さんや家族のQOL向上に寄与します。

資金調達のリード、事業戦略支援、事業体制構築
支援、採用支援、事業提携先候補選定や交渉支援

M&A


